
核
兵
器
廃
絶
、
参
議
院
選
勝
利

安
心
で
豊
か
な
社
会
を
目
指
し
て

示告催開

長崎県建設産業労働組合 執行委員長 相川 哲男

代議員立候補告示

本部役員立候補告示

県県
内内
中中
小小
零零
細細
建建
設設
業業
者者
とと

建建
設設
技技
能能
者者
のの
救救
済済
策策
をを

�
中
小
建
設
業
協
会
と
建
設

長
崎
は
四
月
二
十
六
日
、
仕
事

確
保
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
創
設
等
、
県
に
対
し
て
要
請

行
動
を
行
い
ま
し
た
。

協
会
と
建
設
長
崎
か
ら
は
代

表
者
二
二
名
が
出
席
。
県
か
ら

は
、
桑
原
土
木
部
長
を
は
じ
め

担
当
者
九
名
が
対
応
さ
れ
ま
し

た
。中

小
建
設
業
協
会
の
金
子
会

長
が
要
請
書
を
手
渡
し
た
後
、

建
設
長
崎
の
相
川
執
行
委
員
長

か
ら
要
請
の
内
容
を
説
明
。

桑
原
土
木
部
長
は
、「
国
の

公
共
事
業
予
算
が
減
少
し
て
い

る
中
、
県
は
昨
年
か
ら
大
型
建

設
工
事
に
県
内
の
業
者
が
参
加

で
き
る
よ
う
な
発
注
方
法
や
元

下
請
関
係
の
改
善
等
を
研
究
を

し
て
い
る
。
小
規
模
改
修
事
業

予
算
は
ト
ー
タ
ル
で
一
〇
億
三
、

〇
〇
〇
万
円
、
六
月
補
正
に
お

い
て
も
増
額
の
要
求
を
行
う
」

と
回
答
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
リ
フ
ォ
ー
ム
改
修
工
事
等
、

住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
を

Ｐ
Ｒ
し
て
、
既
存
の
制
度
を
活

用
し
て
ほ
し
い
」。

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は

「
千
葉
県
の
野
田
市
で
は
現
在
、

委
託
業
務
に
つ
い
て
条
例
を
制

定
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
県
も
大

型
工
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

の
報
告
書
等
を
踏
ま
え
、
野
田

市
の
条
例
が
労
働
者
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
見

定
め
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

ま
た
、
工
事
発
注
に
お
け
る

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
方
式
の
採
用
に
つ
い

て
は
「
コ
ン
サ
ル
分
野
、
施
工

分
野
、
瑕
疵
担
保
、
安
全
管
理

等
を
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
回
答
。

そ
の
他
、
相
川
執
行
委
員
長

が
労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
講

習
会
が
審
査
事
項
の
加
点
対
象

に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
建

災
防
で
の
受
講
に
限
ら
れ
て
い

る
こ
と
へ
の
説
明
を
求
め
ま
し

た
。
県
は
「
今
年
度
は
難
し
い

が
計
画
性
、
継
続
性
に
よ
り
判

断
し
た
い
」
と
の
回
答
で
し
た
。

核核
兵兵
器器
廃廃
絶絶
、、
参参
議議
院院
選選
勝勝
利利

安安
心心
でで
豊豊
かか
なな
社社
会会
をを
目目
指指
しし
てて

建設長崎第６５回定期大会
組合員各位
平成２２年５月１１日

記

組合は規約第２２条から第２５条に基づき、下記要領で大会を開催致し
ます。
開 催 日 時 平成２２年７月１７日� 午前９時受付、午前１０時開会

～１８日� 午後３時閉会予定
開 催 場 所 雲仙小浜勤労者体育センター
目 的 １年間の組合運動の総括（経過と決算）、新年度の運

動方針と予算、新役員の選出等を審議する最高決議機
関として開催します。

内 容 １．平成２１年度 活動経過報告承認の件
１．平成２１年度 会計決算報告承認の件
１．平成２２年度 運動方針（案）決定の件
１．平成２２年度 一般会計予算（案）決定の件
１．平成２２年度 役員改選に関する件
１．その他の件

組合規約第２２条、大会運営規定第３条に基づき、総数１２０名（各支
部に選出数割り当て）を選出します。
立候補届受付 ・受付期間 ２０１０年６月３０日� 午後４時迄

（土、日除く）第１、第３、第５土は１２時迄
・受付会場 県下１５支部の各支部事務所

尚、立候補者が定数内の場合は、従来通り信任投
票を行わず、立候補者全員無投票当選とします。

立候補制限 組合費等を４ヵ月以上滞納している組合員は除きます。

組合規約第３８条、役員選出規定第７条、８条に基づき、本部役員に
立候補する者は所属支部の推薦を受け、原則として大会の２週間前ま
でに選挙管理委員長に届け出て下さい。

第
八
一
回
長
崎
地
区
メ
ー
デ
ー
が
、「
す
べ
て
の
働
く
者
の
連
帯

で
自
由
で
平
和
な
世
界
と
希
望
の
も
て
る
安
心
で
豊
か
な
社
会
を
つ

く
ろ
う
！
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
五
月
一
日
�
長
崎
水
辺
の
森

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
昨
年
夏
の
衆
議

院
選
で
政
権
交
代
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
景

気
回
復
の
兆
し
が
見
え
な
い
こ

の
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
、
景

気
の
回
復
と
格
差
解
消
を
訴
え

つ
つ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
サ
ブ
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
一
〇
項
目
そ
し
て

特
別
決
議
、「
核
兵
器
の
廃
絶
」

「
今
夏
の
参
議
院
選
勝
利
」
等
、

総
括
し
て
の
「
メ
ー
デ
ー
宣

言
」
を
三
、
九
〇
〇
名
（
主
催

者
発
表
）
参
加
者
全
員
で
採
択

し
ま
し
た
。

当
日
、
建
設
長
崎
か
ら
は
、

組
合
員
・
主
婦
会
・
書
記
局
員

合
わ
せ
て
約
八
〇
人
が
参
加
。

集
会
前
に
五
島
町
公
園
に
集

合
し
、
今
日
の
厳
し
い
生
活
状

況
を
訴
え
な
が
ら
、
宣
伝
カ
ー

に
続
い
て
、「
賃
金
・
工
事
単

価
引
き
上
げ
」「
技
能
者
が
育

つ
賃
金
を
」
と
書
い
た
プ
ラ

カ
ー
ド
を
手
に
、
長
崎
市
内
を

行
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
イ
ン
会
場
入
口
で

は
、
建
設
技
能
者
の
仕
事
確
保

「
住
ま
い
の
こ
と
な
ら
地
元
の

業
者
に
」
の
チ
ラ
シ
と
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
を
行
い

ま
し
た
。

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町１７番５８号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●北村政和 編集人●田上一郎

May
No.539
２０１０年５月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

印刷●�昭和堂 TEL 095‐821‐1234

建設長崎青年部
大会のお知らせ

と き ６月２２日�午後７時
ところ 時津町北部コミュニティセンター

県交渉
4／26

5

３，９００名
参加

�
要
請
書
を
桑
原
県
土
木
部
長
に

手
渡
す
金
子
県
議

毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）５月１５日発行建 設 長 崎第５３９号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）１�
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
佐
世
保
東
支
部�

平
戸
支
部�

諫
早
支
部�

中
央
支
部�

大
浦
支
部�

北
松
支
部�

浦
上
西
支
部�

島
原
支
部�

佐
世
保
中
央
支
部�

西
彼
支
部�

市
南
支
部�

佐
世
保
北
支
部�

東
長
崎
支
部�

浦
上
東
支
部�

大
村
支
部�

優勝 大村支部� 2010.4.11（1試合50分）�
同点の時は、ジャンケン�

支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

〜
見
事
、
大
村
支
部
八
連
覇
〜

春
風
が
心
地
い
い
四
月
十
一

日
、
恒
例
の
支
部
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
琴
海
北
部
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
七
連
覇
を
達
成
し
た

大
村
支
部
を
倒
す
べ
く
、
事
前

に
練
習
を
行
う
な
ど
各
支
部
優

勝
目
指
し
意
気
込
み
十
分
に
開

幕
。Ａ

、
Ｂ
、
Ｃ
各
コ
ー
ト
に
分

か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

一
発
勝
負
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形

式
で
の
試
合
、
強
い
チ
ー
ム
が

必
ず
勝
つ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

応
援
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。

勝
利
に
喜
ぶ
チ
ー
ム
、
敗
北

に
涙
を
の
む
チ
ー
ム
。
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
は
進
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
し
て
つ
い
に
決
勝
戦
。

カ
ー
ド
は
八
連
覇
を
目
指
す
大

村
支
部
と
、
大
村
を
破
り
優
勝

を
目
指
す
諫
早
支
部
の
県
央
同

士
の
対
決
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
は
お
互
い
に
一
歩
も
譲

ら
な
い
好
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し

た
が
、
七
連
覇
中
の
大
村
支
部

が
底
力
を
見
せ
、
見
事
八
連
覇

を
達
成
し
、
熱
い
戦
い
は
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
長
い

期
間
、
咲
き
誇
っ
て
い
た
桜
の

花
も
、
姿
を
消
し
、
山
々
の
新

緑
が
鮮
や
か
に
輝
い
て
い
ま
す
。

街
路
樹
の
ツ
ツ
ジ
も
赤
や
青
の

花
を
満
開
に
し
て
、
私
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。五

月
一
日
は
メ
ー
デ
ー
、
五

月
三
日
は
憲
法
記
念
日
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
は
こ
の
事
よ
り
も
連

休
で
の
渋
滞
情
報
を
第
一
に
取

り
上
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。
関

心
事
は
や
は
り
帰
郷
先
へ
の
交

通
の
足
が
何
に
も
欠
か
せ
な
い

情
報
の
よ
う
で
し
た
。

メ
ー
デ
ー
長
崎
会
場
で
は
四
、

〇
〇
〇
人
を
越
え
る
人
達
が
水

辺
の
森
公
園
に
結
集
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
大
人
数
に
よ
る
集

会
と
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
が
、
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
私
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

社
民
党
代
表
と
し
て
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
へ
演
壇
で
あ
い
さ
つ

す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
労

働
者
派
遣
法
の
改
正
で
は
派
遣

の
一
人
一
人
の
権
利
が
守
ら
れ

る
抜
本
改
正
を
図
る
こ
と
。
過

労
死
や
自
殺
対
策
に
つ
い
て
も

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
き
め
細

か
な
対
応
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、

二
三
年
間
に
も
及
ん
だ
Ｊ
Ｒ
不

採
用
問
題
で
は
、
当
初
か
ら
解

決
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ
社
民

党
を
初
め
と
し
て
四
党
合
意
に

よ
り
政
治
解
決
を
勝
ち
取
っ
た

こ
と
。
そ
の
他
、
憲
法
に
関
連

し
、
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、

日
本
国
憲
法
の
「
平
和
主
義
」

「
国
民
主
権
」「
基
本
的
人
権

の
尊
重
」
の
三
原
則
の
確
認
と
、

国
民
生
活
再
建

に
全
力
を
挙
げ

る
こ
と
。
等
に

つ
い
て
訴
え
ま

し
た
。
社
民
党

は
選
挙
区
（
地

方
区
）
に
は
候

補
を
立
て
る
こ

と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

民
主
党
公
認
候

補
を
推
薦
し
て

闘
い
ま
す
し
、

比
例
区
に
お
い

て
は
社
民
党
の

参
議
院
選
勝
利
に
全
力
を
挙
げ

て
行
き
ま
す
。
皆
さ
ん
方
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

本
年
度
の
国
保
組
合
に
対
す

る
特
別
助
成
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
が
財
務
省
に

行
っ
た
概
算
要
求
額
二
八
二
億

一
、
〇
〇
〇
万
円
を
満
額
確
保

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

３
年
連
続
で
満
額
確
保
出
来

た
事
は
、
全
国
の
仲
間
と
共
に

行
っ
た
過
去
最
大
の
三
一
三
万

枚
を
超
え
る
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

と
各
種
集
会
や
厚
労
省
交
渉
、

更
に
は
三
度
に
わ
た
る
地
元
国

会
議
員
に
対
す
る
要
請
行
動
に

よ
る
成
果
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
二
十

三
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
向

け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
を
平
成

二
十
二
年
五
月
中
旬
か
ら
七
月

上
旬
を
目
途
に
行
い
ま
す
。
組

合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
の
生
の

声
を
直
接
厚
生
労
働
省
に
訴
え

る
絶
好
の
機
会
で
す
。
国
保
組

合
の
安
定
運
営
の
た
め
、
ま
た

国
保
組
合
制
度
を
将
来
に
渡
っ

て
守
っ
て
い
く
事
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
に
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
支
部
を
通
じ
て
組
織
配

布
を
行
い
ま
す
の
で
、
特
段
の

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

【
要
請
先
】

千
代
田
区
霞
が
関一－

二－

二

中
央
合
同
庁
舎
五
号
館

厚
生
労
働
省

保

険

局

長

殿

医
療
保
険
担
当
審
議
官

殿

保
険
局国

民
健
康
保
険
課
長

殿

保
険
局国

民
健
康
保
険
課
長
補
佐

殿

第２２回参議院議員選挙
建設長崎推薦候補者

要
請
ハ
ガ
キ
は
直
接
投
函
し
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

各
支
部
に
て
、
集
約
し
ま
す
。

県
議
会
だ
よ
り

３２

比例区

吉田 ただとも 氏
（社民党・新人）

長崎選挙区
ただ し

犬塚 直史 氏
（民主党・現職）

組合特別助成の概算要求に向けた

ハガキ要請行動にご協力を！

建設長崎各支部対抗ソフトボール大会組合表

優 勝 大村チーム

準優勝 諫早チーム

第５回本部執行委員会（平成２２年３月２３日開催）で推薦決定。

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

高校生１万人署名活動に参加

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５３９号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）５月１５日発行



特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

死因別死亡割合と生活習慣病�

悪性新生物�
（がんなど）�
30.4％�

その他�
40.5％�

高血圧�
性疾患�
0.6％�

糖尿病�
1.3％�

脳血管疾患�
（脳卒中など）�
11.5％�

虚血性�
心疾患�
（心臓病など）�
15.8％�

（平成19年 人口動態統計／厚生労働省）�

1 3 4受診券などが送られ�
てきたら申し込みを�

特定健診を�
受診しましょう�

健診結果が�
通知されます�

特定保健指導の�
実施�

健診を受けるには事前の�
申し込みが必要です。�

保険証＋受診券＋�
質問票を忘れずに。�

特定保健指導対象者には�
別途連絡があります。�

対象者となった人は�
必ず受けましょう�

2

日日本本人人死死因因のの６６割割がが生生活活習習慣慣病病

健
診
対
象
者
の
方
に
は

受
診
券
を
郵
送
し
ま
す

特
定
健
診
の
受
診
率
低
下
は

保
険
料
引
き
上
げ
の
要
因
に

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

長建国保では組合員と家族の生命と健康を守る一環として、
疾病の予防と早期発見により、健康管理の一層の推進を図るた
め、組合員と配偶者（主婦）の「１泊２日」、「日帰り」の人間
ドックを実施します。なお婦人科検診については病院ごとに受
診できる内容が違いますのでご確認ください。

平成
２２年度人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

私
達
の
健
康
を
お
び
や
か
す
、
が

ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖
尿
病
。

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
と
く
に
症

状
な
く
進
行
す
る
の
で
異
常
を
見
つ

け
出
す
に
は
毎
年
の
健
診
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
の

予
防
の
切
り
札
と
し
て
実
施
す
る
の

が
特
定
健
診
（
メ
タ
ボ
健
診
）
で
す
。

昨
年
受
け
た
方
は
今
年
と
比
較
し

て
自
身
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
た
だ
き
、
ま
た
昨
年
受
診
で
き

な
か
っ
た
方
は
ぜ
ひ
今
年
か
ら
特
定

健
診
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
身
体
が

資
本
の
組
合
員
本
人
、
そ
し
て
そ
れ

を
支
え
る
ご
家
族
の
皆
様
の
健
康
づ

く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

生活習慣病は、いまや日本人の死因の約

６割にも達しています。他の病気と同様、

生活習慣病も早期発見・早期治療が大切で

す。とはいうものの、自覚症状が出にくい

のが生活習慣病。予防・改善へのきっかけ

もなかなかつかめません。

受
診
対
象
者
の
皆
様
に
は
、

特
定
健
診
に
必
要
な
「
受
診

券
」
と
「
質
問
票
」「
健
診
実

施
機
関
一
覧
表
」
を
同
封
し
た

「
特
定
健
診
の
ご
案
内
」
を
組

合
よ
り
郵
送
に
て
お
届
け
し
ま

す
。
受
診
券
・
質
問
票
を
受
け

取
ら
れ
ま
し
た
ら
組
合
指
定
の

健
診
機
関
（
実
施
機
関
一
覧
表

よ
り
選
択
）に
直
接
お
申
込（
予

約
）
い
た
だ
き
、
健
診
日
当
日

に
保
険
証
と
受
診
券
、
質
問
票

記
入
の
上
、
健
診
機
関
窓
口
に

提
出
す
れ
ば
受
診
で
き
ま
す
。

（
受
診
料
は
無
料
）

詳
し
く
は
、お
届
け
す
る「
特

定
健
診
の
ご
案
内
」（
封
書
）

を
ご
覧
下
さ
い
。

�
受
診
対
象
者

長
建
国
保
に
一
年
以
上
加

入
し
て
い
る
四
〇
〜
七
十
四

歳
の
組
合
員
本
人
及
び
家
族

被
保
険
者

�
受
診
で
き
る
医
療
機
関

「
特
定
健
診
実
施
機
関
一

覧
表
」
を
ご
参
照
下
さ
い
。

�
受
診
に
必
要
な
も
の

○
受
診
券

○
保
険
証

○
質
問
票

�
受
診
で
き
る
期
間

受
診
券
お
受
取
後
よ
り
来

年
三
月
三
十
一
日
迄
で
す
。

※
実
施
機
関
と
の
委
託
契

約
上
、
毎
年
四
月
〜
五
月
は

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

特
定
健
診
で
は
、保
険
者（
組

合
）毎
に「
健
診
受
診
率
」・「
保

健
指
導
率
」・「
メ
タ
ボ
の
該
当

者
・
予
備
群
の
減
少
率
」
が
目

標
値
と
し
て
国
に
よ
り
定
め
ら

れ
、
そ
の
目
標
値
に
対
す
る
実

績
（
率
）
に
応
じ
て
、
七
十
五

歳
以
上
の
長
寿
医
療
制
度
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
対
す

る
支
援
金
の
額
に
一
〇
％
の
範

囲
内
で
上
乗
せ
、
又
は
減
額
の

措
置
が
平
成
二
十
五
年
度
以
降

毎
年
行
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
特
定
健
診
を
受
け

る
人
が
少
な
け
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
健
康
へ
の
危
険
リ
ス
ク
が
高

ま
る
だ
け
で
は
な
く
、
受
診
率

が
低
い
保
険
者
（
組
合
）
に
は

「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
」
と
し
て
長
寿

医
療
制
度
へ
の
支
援
金
の
額
に

上
限
一
〇
％
（
二
〇
年
度
試
算

で
六
、
二
〇
〇
万
円
）
の
負
担

増
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
財
源
は
全
額
保
険
料
で
賄

う
た
め
、
結
果
的
に
は
保
険
料

の
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
充
分
に
あ
り
ま
す
。

『
暇
が
な
い
』『
自
分
は
大
丈

夫
』
と
健
診
を
先
延
ば
し
す
る

の
で
は
な
く
、
国
保
財
政
の
安

定
化
の
た
め
、
そ
し
て
何
よ
り

も
自
分
自
身
の
健
康
と
生
活
習

慣
病
の
予
防
と
改
善
の
た
め
、

年
に
一
回
の
健
診
は
必
ず
受
け

る
よ
う
に
習
慣
づ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

■受 診 対 象 受診対象者
● 長建国保加入の組合員
● 配偶者（主婦）

【条件】 �平成２２年６月１日現在において
１泊２日（満４０歳以上の方）
日帰り （満３５歳以上の方）

�保険料を完納している組合員

■受 診 料 受診者の個人負担額
● 個人負担額 １泊２日 受診者１人につき１５，０００円

日帰り 受診者１人につき６，０００円
※申込時に必ず納入して下さい。

■申し込み方法 � 受診申し込みは、所属支部事務所にお願いいたします。
（五島市、上五島の組合員は組合本部へご連絡下さい。）

� 支部割当人員に達し次第締め切ります。
� 初めて受診される方は優先します。

■実 施 期 間 平成２２年６月から翌年１月まで実施いたします。

■検診の内容 �身体検査 �血圧測定 �心電図検査 �眼底
検査 �尿検査 �便検査 �血液検査 �肺機
能検査 	胸部Ｘ線検査 
胃部Ｘ線検査 �超音
波検査 �骨密度Ｘ線検査 体力測定 �婦人科
検診（子宮がん・乳がん）等
※ 検査内容は、病院によって多少異なります。

特特
定定
健健
診診
をを
受受
けけ
まま
しし
ょょ
うう

電話番号

０９５‐８２２‐３１５１

０９５‐８６１‐１４７７

０９５‐８５６‐１３０５

０９５‐８４７‐１５１１

０９５‐８４８‐７１５１

０９５７‐２７‐２１２７

０９５７‐５２‐２１６１

０９５６‐３３‐５３３５

０９５６‐４９‐３３７７

０９５０‐２８‐１０００
（保健センター）

０９５９‐７２‐３１８１

医療機関の所在地

〒８５０‐０８３２
長崎市油屋町１‐２１

〒８５２‐８０２２
長崎市富士見町３‐２５

〒８５２‐８０５５
長崎市虹が丘町１‐１

〒８５２‐８５１１
長崎市茂里町３‐１５

〒８５２‐８１０７
長崎市浜口町３‐５

〒８５９‐０４０１
諫早市多良見町化屋９８６‐２

〒８５６‐０８１７
大村市古賀島町１３３‐２２

〒８５７‐１１６５
佐世保市大和町１５

〒８５７‐０１３６
佐世保市田原町１１‐９

〒８５９‐５３６３
平戸市草積町１１５８‐１

〒８５３‐８６９１
五島市吉久木町２０５

婦人科
検診

なし

子宮ガン

乳ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

なし

乳ガン

乳ガン
子宮ガン

受診区分

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

日帰り

日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

日帰り

受診
対象者

男性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性

男性
女性

男性
女性

実施医療機関名

ながさき内科
リウマチ科病院

さとう内科医院

虹が丘病院

長崎原爆病院

福田ゆたか
外科医院

日赤諫早病院

大村市民病院

佐世保中央病院

久保内科病院

平戸市民病院

五島中央病院

に前るなに症重

を防予と見発のめ早

■人間ドック実施医療機関

※１泊２日 ４０歳以上 １５，０００円 ※日帰り ３５歳以上 ６，０００円

特特定定健健診診のの受受けけ方方／／特特定定健健診診をを毎毎年年受受けけれればば安安心心でですす

毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）５月１５日発行建 設 長 崎第５３９号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�



浦
上
西
支
部

主
婦
会

抹
茶
の
香
り
に
癒
さ
れ
て
…

鏡
が
丘
の
バ
ス
停
よ
り
ト
ン

ト
ン
と
か
け
上
る
と
、
私
達
が

今
日
訪
れ
る
茶
道
教
室
の
先
生

宅
が
あ
る
。

「
ご
め
ん
下
さ
い
！
」「
は
あ
ー

い
！
」「
今
日
は
厚
か
ま
し
く

主
婦
会
皆
で
押
し
寄
せ
て
来
ま

し
た
！
」
玄
関
の
中
で
大
き
な

声
に
び
っ
く
り
し
た
先
生
の
顔
。

い
や
は
や
ど
ー
も
礼
儀
作
法
と

か
人
前
で
の
態
度
と
か
は
、
小

さ
い
時
か
ら
怒
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
…
…
な
か
な
か
（
フ
ッ

フ
ッ
フ
）。

最
近
は
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
の
力

で
健
康
に
な
ろ
う
�
な
ん
て

い
っ
て
、
イ
ラ
イ
ラ
解
消
に
は

「
ジ
ャ
ー
マ
ン
カ
モ
ミ
ー
ル
」

肩
こ
り
に
は「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」

消
化
不
良
に
は
「
ペ
パ
ー
ミ
ン

ト
」
肉
・
魚
の
臭
み
消
し
に
は

「
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
」と
利
用
し
て

い
ま
す
が
、ま
た
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

と
は
違
っ
て
茶
室
の
囲
炉
裏
の

中
の
茶
釜
か
ら
注
が
れ
る
抹
茶

の
香
り
、
茶
道
の
教
え
に
気
分

も
穏
や
か
に
な
り
心
身
共
に
癒

さ
れ
、
話
も
弾
み
夕
方
ま
で
お

邪
魔
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

茶
道
教
室
を
開
い
て
頂
い
た

主
婦
会
の
松
崎
先
生
に
は
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
勉
強

に
な
り
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
の
時

は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
山
形
ス
マ
子
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」の

伝
馬
船
を
造
っ
た
大
村
支
部
の
野
中
清
さ
ん

今
年
二
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
の
県
内
初
ロ

ケ
が
大
村
市
の
寺
島
沖
の
大
村

湾
で
行
わ
れ
た
。
福
山
雅
治
さ

ん
演
じ
る
坂
本
龍
馬
が
乗
り
込

ん
だ
船
を
、
一
ヶ
月
足
ら
ず
で

作
り
上
げ
た
。《
通
常
は
三
ヶ

月
間
は
か
か
る
と
い
う
》。
野

中
さ
ん
の
本
職
は
大
工
で
船
大

工
で
は
な
い
。
た
だ
祖
父
が
漁

に
使
っ
て
い
た
和
船
を
、
中
学

校
の
こ
ろ
修
理
し
て
い
た
経
験

が
非
常
に
役
に
立
っ
た
。
幼
い

頃
か
ら
船
大
工
に
な
る
の
が
夢

だ
っ
た
野
中
さ
ん
は
、
一
五
歳

の
時
、
就
職
し
よ
う
と
佐
賀
の

造
船
所
を
見
学
し
た
ら
、
木
造

船
は
造
っ
て
お
ら
ず
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ

（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

の
船
ば
か
り
だ
っ
た
。
船
大
工

を
あ
き
ら
め
、
家
を
造
る
親
方

の
家
に
住
み
込
み
厳
し
い
修
行

を
受
け
て
大
工
に
な
っ
た
、
し

か
し
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
憧
れ

続
け
た
船
大
工
の
仕
事
。
大
工

の
仕
事
を
し
な
が
ら
も
、
い
つ

も
心
の
片
隅
に
船
大
工
を
し
て

み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ

た
。
長
い
年
月
を
経
て
こ
う
い

う
形
で
依
頼
が
あ
り
、
そ
の
夢

を
か
な
え
て
も

ら
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
美
術
担
当
者
が

海
に
浮
か
べ
た
船

を
見
て
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
を
し
て
く

れ
た
。
そ
の
姿
を

見
て
涙
が
出
た
。

子
供
の
頃
か
ら
の

夢
が
叶
っ
た
瞬
間

だ
っ
た
。
自
分
一

人
の
力
で
は
到
底

完
成
で
き
な
か
っ

た
。
支
え
て
く
れ

た
周
り
の
多
く
の

人
に
感
動
と
感
謝

を
伝
え
た
い
。

四
月
二
十
五
日
�
平
戸
市
田

平
ま
つ
り
の
会
場
に
て
、「
田

平
分
会
包
丁
と
ぎ
・
ま
な
板
削

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
昨
年
よ
り

二
〇
名
多
い
八
九
名
の
方
が
受

付
さ
れ
、
包
丁
等
二
九
六
本
・

ま
な
板
二
六
枚
を
研
ぎ
上
げ
ま

し
た
。
あ
ま
り
の
数
の
多
さ
に

丁
寧
に
磨
い
て
く
だ
さ
る
職
人

さ
ん
と
、
近
く
で
出
来
上
が
り

を
待
つ
お
客
様
の
間
で
「
す
み

ま
せ
ー
ん
。
○
○
番
は
ま
だ
で

す
か
？
」
と
急
か
す
場
面
が

あ
っ
た
り
と
、
複
雑
な
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の

包
丁
を
お
返
し
し
た
後
は
、

ほ
っ
と
し
た
の
と
同
時
に
す
が

す
が
し
い
気
持
ち
が
残
り
ま
し

た
。ま

た
、「
親
子
す
の
こ
作
り

大
会
」
も
あ
り
、
普
段
手
に
し

な
い
釘
や
金
槌
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
す
の
こ
を
完
成
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

田
平
分
会
で
は
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
も
二
〇
年
近

く
続
い
て
い
る
恒

例
行
事
。
地
元
の

皆
さ
ん
か
ら
感
謝

さ
れ
、
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
継
続

は
力
な
り
・
・
続

け
る
事
は
大
変
な

事
で
す
が
、
職
人

さ
ん
た
ち
の
心
意

気
を
垣
間
見
る
事

が
出
来
た
一
日
で

し
た
。
（
値
賀
）

継
続
は
力
な
り

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
二
十
年

二級建築施工管理技士
受験対策講習会のお知らせ

昨年に引き続き上記の講習会を下記のとおり実施します。

受講申込受付 今月より随時受付

島原建設技術専門学院 ０９５７－６３－１２９７

大村建設技術専門学院 ０９５７－５３－８３８５

講 習 期 間 平成２２年７月上旬～１０月下旬まで（２８日間予定）

講 習 時 間 毎週２回（火・金）予定 午後６時３０分～９時まで

募集人員１０名（最低５名以上で実施）

受 講 料 ２５，０００円（予定）

講 習 内 容 建築一般�・建築一般�・安全管理・施工計画・
品質管理・工程管理・法規�・法規�・実技全般

受験資格（実務経験）高等学校（指定学科卒）３年以上

高等学校卒業後４年６ヶ月以上 その他の者８年以上

大学・専門校により実務経験は異なります

《
参
加
者
》

（
敬
称
略
）

稲
沢

良
一

稲
沢

福
寿

岡
田

明

岡
田

直
人

岡
田

真

川
尻

修
治

嵜
本

実

瀬
上

宏
一

田
口

市
郎

寺
田

孝
弘

村
上

豊
行

山
口

隆
良

山
本

五
男

山
下

政
樹

仕
事
確
保
と
賃
金
に
ご
協
力
を

四
月
二
十
三
日
�
、
佐
世
保

北
支
部
で
は
島
の
瀬
公
園
前
に

お
い
て
、
賃
金
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配

布
を
組
合
員
六
名
と
主
婦
会
二

名
、合
計
八
名
で
、行
い
ま
し
た
。

今
年
の
四
ヶ
町
の
人
通
り
は
、

例
年
と
比
べ
更
に
少
な
く
、
不

況
の
波
を
感
じ
な
が
ら
、「
組

合
員
の
仕
事
確
保
と
賃
金
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と

声
を
か
け
な
が
ら
、
通
行
人
の

方
に
配
り
ま
し
た
。

不
況
の
た
め
か
、快
く
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
受
け
取
ら
れ
て
い
ま
し

た
。時
に
は
、「
も
う
一
つ
く
だ

さ
い
」
と
言
わ
れ
る
方
も
現
れ

る
ほ
ど
で
、
そ
う
い
っ

た
方
に
は
宣
伝
で
皆
様

に
配
っ
て
い
ま
す
と
説

明
し
な
が
ら
、
思
っ
た

よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
配

り
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

�旧利用料金
大人５００円 利用者負担額２００円

�新利用料金
大人５５０円 利用者負担額２５０円
昨年より変更となっていますので、よろしく
お願いします。

平
戸
支
部

佐
世
保
北
支
部

建建設設長長崎崎推推薦薦議議員員

ご支援
ありがとうございました
南島原市議選挙 ４月２５日投票

金子憲太郎氏 当 選
１，４２７票（１１位）・定数２４

賃
金
運
動

茶道教室の松崎先生（写真中央）宅で

住
宅
デ
ー

組
合
員
、
主
婦
会

の
皆
様
お
疲
れ
様
で

し
た
。
来
年
も
ま
た

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５３９号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）５月１５日発行


